
県議会議員
あらい絹世

県議会議員
原そうすけ

まつ じゅんもと

まちかど
政治瓦版

中区・磯子区・金沢区

問合せ●〒231-0064 横浜市中区野毛町2-65　電話 045-241-7800  FAX 045-253-0585  

松本純ホームページ▶https://jun.or.jp/
No.239
2023年

　　　　　発行

   松本純後援会
発行責任者
　平木　茂

  月号２

    令和５年２月１日号

ご意見箱▶opinionbox@jun.or.jp/

自民党

中区 磯子区 金沢区

市会議員
松本　研

　 市会議員
いなみ俊之助

市会議員
関　勝則

市会議員
山本たかし

市会議員
黒川まさる

  市会議員
高橋のりみ

チーム自民党が、横浜の新しい設計図を創ります！

いま横浜港の外縁部では、本牧ふ頭、南本牧ふ頭、大黒ふ頭などを中心に総合物流拠点としての港湾機
能の高度化が進められ、国際競争力をもった「国際ハブ港化」が誕生しようとしています。その一方で、
みなとみらい地区や大桟橋、関内・山下町周辺などのヨコハマの都市部に面した横浜港の内縁部（イン
ナーハーバー）では、水辺の広がる港の自然環境を活かした「人にやさしい」「環境にやさしい」新た
な持続可能な都市空間の魅力創出の「設計図」が検討され始めています。

1859年の開港以来、ヨコハマは物流の拠点としてわが国の近代化、工業化の舞台として飛躍的に発展、
成長してきました。しかし、これからの50年を考えるとき、新たな社会環境の変化に対応した、都市の
活力を生み出す都市再生が求められています。少子高齢化、人口減少、地球温暖化、脱炭素などの課題
と向き合い、これからの50年へと成長を続ける環境共生都市の「設計図」が必要となっています。

横浜港（中区）から根岸湾（磯子区）、金沢沖（金沢区）へと広がる都心に隣接する広大な海は、他都市に
はないヨコハマの大きな資源です。ここに ①循環型環境を再生し、②シームレスな人々の移動を可能と
する交通ネットワークを再構築し、③活力ある国際的な人と文化の交流を育成、④新たな都市活力を創
出する産業、イノベーションを集積し、⑤多様なライフスタイルが育まれる「生活する街」を育みます。

現在、大きな問題点の洗い出しを進め、その改善策、そして、それを連携し効果的にするためのマスタ
ープランを策定中です。これからもチーム神奈川自民党一区支部をご支援ください。

　　 　　  　 　「市会議員」が、目となり、耳となり、地域の声を拾い上げ、
    　より広域の視野を持つ「県議会議員」が、各地で共鳴し合う声に縦糸、横糸を通し、
　　　　    国政を担う「国会議員」が、問題解決のタペストリーへと縫い上げる。
  　　それが政治家・松本純が、構想し、育んできた神奈川一区「チーム自民党」です。

「インナーハーバー整備構想」を横浜再生のエンジンに
ヨコハマの都市臨海部（中区、磯子区、金沢区）が変わる
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